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27 米国の北朝鮮政策と地域安全保障

米
国
の
北
朝
鮮
政
策
と
地
域
安
全
保
障

ヤ
ン
・
C
・
キ
ム

朝
鮮
半
島
を
巡
る
情
勢
は
、
複
雑
怪
奇
と
言
う
か
――
非
常
に
不
安
定
で
流
動
的
で
あ
る
。
昨
年
一
〇
月
に
C
F
R
か
ら
『
中
国
周
辺

地
域
に
お
け
る
不
安
定
の
管
理
』
と
い
う
研
究
報
告
書
が
発
表
さ
れ
た
が
、
そ
こ
で
は
、
朝
鮮
半
島
問
題
で
、
関
連
諸
国
が
対
決
す
る
か
協

力
す
る
か
を
決
め
ざ
る
を
得
な
い
四
つ
の
シ
ナ
リ
オ
を
想
定
し
て
い
る
。

（
1
）
北
朝
鮮
に
お
け
る
人
道
的
危
機
、
統
治
機
構
の
崩
壊

（
2
）
北
朝
鮮
の
指
導
部
が
政
治
的
統
制
力
の
強
化
を
目
指
し
、
外
部
勢
力
に
対
す
る
軍
事
的
対
決
状
態
に
突
入
す
る

（
3
）
後
継
者
の
基
盤
強
化
に
失
敗
し
、
国
内
の
異
な
る
集
団
勢
力
間
の
内
戦
状
態
に
な
り
、
外
国
勢
力
へ
の
支
援
を
要
請
す
る

（
4
）
北
朝
鮮
に
よ
る
核
拡
散
の
結
果
、
テ
ロ
集
団
が
ア
メ
リ
カ
、
あ
る
い
は
そ
の
同
盟
国
家
に
対
す
る
核
攻
撃
を
行
う

ま
た
、
こ
れ
も
去
年
の
秋
に
出
版
さ
れ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
国
防
大
学
の
研
究
報
告
書
が
、
厳
し
い
国
際
環
境
を
予
見
し
て
い
る
。
今
後
、

ア
メ
リ
カ
が
、
非
核
化
と
朝
鮮
半
島
統
一
問
題
で
、
中
国
と
の
大
き
な
軍
事
的
対
決
の
リ
ス
ク
を
冒
し
て
ま
で
軍
事
的
介
入
を
す
る
可
能
性

が
現
実
的
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
と
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
朝
鮮
半
島
へ
の
中
国
の
軍
事
介
入
を
ほ
ぼ
確
実
に
す
る
状
況
を
想
定
し
て
い
る
。
さ
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ら
に
、
ロ
シ
ア
の
I

M
E
M
O
研
究
所
が
去
年
発
表
し
た
報
告
書
で
は
、
北
朝
鮮
の
体
制
が
二
〇
年
以
内
に
崩
壊
す
る
と
結
論
づ
け
て
い

る
。
中
国
の
攻
撃
的
対
外
行
動
パ
タ
ー
ン
と
、
そ
れ
に
対
す
る
オ
バ
マ
政
権
の
一
連
の
対
抗
策
に
反
映
さ
れ
て
い
る
米
中
間
の
緊
張
の
高
ま

り
が
懸
念
さ
れ
る
な
か
、
金
正
日
委
員
長
の
死
去
が
あ
り
、
当
該
地
域
の
不
安
定
は
ま
す
ま
す
顕
在
化
し
て
き
て
い
る
。

金
正
恩
最
高
指
導
者
の
下
で
の
今
後
の
国
内
情
勢
の
推
移
に
つ
い
て
、
対
外
政
策
の
方
向
性
に
対
す
る
様
々
な
見
解
が
ア
メ
リ
カ
に
お
い

て
も
噴
出
し
て
い
る
。
筆
者
が
こ
れ
ま
で
目
を
通
し
た
論
文
や
評
論
だ
け
で
も
数
十
本
に
及
ぶ
。
時
間
の
制
限
上
、
い
く
つ
か
に
絞
っ
て
紹

介
し
た
い
。

＊
ま
ずD

ouglas Paal 

氏
の
見
解
（
元
N
S
C
ア
ジ
ア
部
長
。
現
在
カ
ー
ネ
ギ
ー
国
際
平
和
基
金
）

彼
は
、
北
朝
鮮
軍
部
内
の
異
な
る
集
団
に
よ
る
内
戦
が
起
き
た
場
合
、
誰
が
核
兵
器
を
統
制
す
る
こ
と
に
な
る
か
と
い
う
問
題
点

を
提
示
し
、
所
有
す
べ
き
で
な
い
勢
力
の
手
に
落
ち
な
い
と
は
誰
も
保
証
で
き
ず
、
そ
れ
故
に
ア
メ
リ
カ
は
中
国
と
の
秘
密
対
話
を

通
じ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
特
殊
部
隊
が
核
の
確
保
の
た
め
に
北
朝
鮮
に
進
入
で
き
る
よ
う
に
了
解
を
取
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

彼
は
、
北
朝
鮮
の
海
軍
及
び
空
軍
が
、
陸
軍
に
よ
る
核
兵
器
増
強
に
不
満
を
持
っ
て
お
り
、
核
政
策
、
財
源
分
配
を
め
ぐ
る
闘
争
が

起
こ
る
可
能
性
に
懸
念
を
表
明
し
て
い
る
。

＊
次
にSung Yoon Lee 

氏
の
見
解
（
国
立
ア
ジ
ア
研
究
所
の
研
究
員
で
タ
フ
ツ
大
学
教
授
）

今
後
、
北
朝
鮮
は
金
正
恩
の
適
格
性
を
高
め
る
た
め
に
も
、
国
内
的
に
、
ま
た
対
外
的
に
も
攻
撃
的
な
行
動
を
取
る
だ
ろ
う
。
即

ち
、
北
朝
鮮
は
、
挑
発
を
し
て
報
償
を
勝
ち
取
る
行
動
を
取
る
と
予
測
す
る
。
そ
し
て
、
北
朝
鮮
は
世
襲
を
正
当
化
し
軍
事
力
を
誇

示
す
る
た
め
に
は
、
リ
ス
ク
を
避
け
よ
う
と
す
る
隣
国
に
対
す
る
挑
発
行
為
が
ベ
ス
ト
だ
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
今
後
一
〇
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29 米国の北朝鮮政策と地域安全保障

年
、
長
く
て
二
〇
年
内
に
は
金
正
恩
体
制
は
終
焉
を
迎
え
、
自
由
な
韓
国
に
統
一
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
短
期
的
に
は
、
北
朝
鮮
の
従
来

の
政
治
構
造
、
政
治
文
化
、
統
治
ス
タ
イ
ル
か
ら
み
て
、
集
団
指
導
制
や
軍
の
派
閥
が
金
正
恩
に
影
響
力
を
行
使
す
る
と
か
、
挑
戦

す
る
可
能
性
は
低
い
と
評
価
し
て
い
る
。

　
＊V

ictor C
ha 

氏
の
見
解
（
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
教
授
／
C
S
I
S
）

（
1
）
ア
メ
リ
カ
政
府
は
北
朝
鮮
で
の
出
来
事
を
軽
視
す
べ
き
で
な
い
。（
2
）
中
国
と
韓
国
が
静
観
し
て
い
る
は
ず
が
な
い
。

（
3
）中
国
は
韓
国
や
ア
メ
リ
カ
と
の
十
分
な
対
話
を
拒
ん
で
い
る
が
、
韓
国
と
ア
メ
リ
カ
の
協
力
な
し
で
は
、
中
国
の
権
益
が
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
守
れ
な
い
。（
4
）韓
国
は
一
方
的
に
行
動
を
取
り
た
い
誘
惑
を
避
け
る
べ
き
だ
。
色
々
な
シ

ナ
リ
オ
・
ゲ
ー
ム
を
し
て
み
た
が
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
大
国
間
の
抗
争
の
発
端
は
い
つ
も
韓
国
側
に
よ
る
一
方
的
な
行
動
に
基
因

す
る
。（
5
）今
後
中
国
は
北
朝
鮮
へ
の
支
持
を
強
化
す
る
だ
ろ
う
。（
6
）中
国
は
韓
国
と
取
引
し
、
米
韓
関
係
を
引
き
裂
こ
う
と

し
て
は
な
ら
な
い
。（
7
）新
指
導
部
に
つ
い
て
、
現
体
制
内
で
の
エ
リ
ー
ト
層
も
生
存
の
た
め
に
後
継
者
を
支
持
す
る
で
あ
ろ
う

か
ら
生
き
残
れ
る
と
の
考
え
方
は
間
違
い
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
ア
ラ
ブ
の
春
で
倒
れ
た
指
導
者
た
ち
に
対
し
、
同
じ
こ
と
が
言
え
た

は
ず
で
は
な
い
か
。

＊E
vans R

evere 

氏
の
見
解
（
元
国
務
省
高
官
。
現
在
ブ
ル
ッ
キ
ン
グ
ス
研
究
所
）

金
正
恩
体
制
は
持
続
不
可
能
で
あ
る
。
彼
に
と
っ
て
の
真
の
挑
戦
は
、
政
権
継
承
や
国
内
政
治
を
ど
の
よ
う
に
管
理
す
る
か
で
な

く
、
す
で
に
死
亡
過
程
に
あ
る
体
制
を
ど
の
よ
う
に
保
存
す
る
か
で
あ
る
。
北
朝
鮮
が
取
り
得
る
オ
プ
シ
ョ
ン
は
急
速
に
無
く
な
り

つ
つ
あ
り
、
金
正
恩
は
二
年
〜
三
年
内
に
、
体
制
の
未
来
に
対
す
る
重
大
な
決
断
を
迫
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
間
違
っ
た
選
択
は
体
制
の

終
焉
を
意
味
す
る
。
北
朝
鮮
に
と
っ
て
良
い
結
果
に
な
ら
な
い
と
思
う
。
我
々
は
ゲ
ー
ム
の
終
末
に
備
え
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
北
朝
鮮
に
対
し
て
厳
し
い
見
解
が
支
配
的
で
あ
る
が
、
融
和
的
な
接
近
方
法
を
主
張
す
る
見
解
を
二
つ
紹
介
す
る
。

＊
こ
れ
は
ノ
ー
チ
ラ
ス
研
究
所
の
平
和
安
保
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
／
ポ
リ
シ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
掲
載
さ
れ
たK

D
I school of Public Policy

の

V
ictor H

su 
訪
問
教
授
の
提
案
で
あ
る
。

今
は
国
際
社
会
に
と
っ
て
ま
さ
に
機
会
の
窓
で
あ
り
、
北
朝
鮮
と
関
与
の
道
を
摸
索
す
べ
き
時
期
で
あ
る
。
オ
バ
マ
政
権
は
戦
略

的
忍
耐
政
策
を
取
る
べ
き
で
あ
る
。
国
際
社
会
は
北
朝
鮮
に
性
急
に
政
策
決
定
を
す
る
よ
う
圧
力
を
か
け
て
は
な
ら
な
い
し
、
北
朝

鮮
が
要
求
す
る
交
渉
に
応
ず
る
べ
き
だ
。
北
朝
鮮
は
現
存
の
全
て
の
公
約
・
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
履
行
す
る
と
思
う
。
国
際
社
会
は

協
力
し
、
調
整
さ
れ
た
関
与
計
画
を
作
る
べ
き
だ
。
国
連
制
裁
は
あ
ま
り
効
果
も
な
く
、
再
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
北
朝
鮮
と

の
関
係
を
、
核
や
人
権
問
題
の
視
点
だ
け
に
限
定
す
べ
き
で
な
い
。

＊
同
じ
く
ノ
ー
チ
ラ
ス
研
究
所
の
ポ
リ
シ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
掲
載
さ
れ
た
、
ソ
ウ
ル
大
学Paik N

ak-chung 

名
誉
教
授
の
提
言
を
紹
介

す
る
。朝

鮮
半
島
の
将
来
に
与
え
る
影
響
は
、
北
朝
鮮
国
内
の
要
因
よ
り
も
、
韓
国
の
二
〇
一
三
年
体
制
の
方
が
大
き
い
。
継
承
作
業
の

進
展
ぶ
り
を
見
る
と
、
北
朝
鮮
国
内
が
急
速
に
政
治
的
、
社
会
的
混
乱
状
態
に
陥
る
と
は
思
え
な
い
。
今
年
一
二
月
の
韓
国
大
統
領

選
挙
の
結
果
の
方
が
重
要
だ
。
李
明
博
大
統
領
の
後
継
者
が
追
求
す
べ
き
目
標
と
し
て
、
平
和
協
定
の
締
結
と
南
北
朝
鮮
の
連
邦
制

の
樹
立
を
掲
げ
て
い
る
。

＊
最
後
に Peter H

ayes, Scott B
ruce, D

avid von H
ippel

に
よ
るN

autilus

報
告
書
の
提
言
――
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31 米国の北朝鮮政策と地域安全保障

北
朝
鮮
と
核
問
題
に
対
し
再
び
関
与
す
る
機
会
の
窓
を
準
備
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
北
朝
鮮
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
提
供
し
国
際
ウ

ラ
ン
濃
縮
共
同
事
業
体
（C

onsortium

）〔
一
種
の
国
際
管
共
同
事
業
体
〕
に
受
け
入
れ
、
彼
ら
の
濃
縮
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全
体
像
を

明
か
す
よ
う
に
す
べ
き
だ
。

以
上
、
専
門
家
数
人
の
見
解
を
紹
介
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
の
政
府
内
外
の
専
門
家
の
見
解
は
、
北
朝
鮮
の
国
内
状
況
と
対
外
政
策
に
お
け

る
不
安
定
、
不
測
度
は
高
く
、
朝
鮮
半
島
を
巡
る
国
際
関
係
全
般
の
緊
張
を
増
大
さ
せ
、
地
域
の
平
和
と
安
定
に
否
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
す

と
い
う
評
価
で
あ
る
。

融
和
派
で
あ
ろ
う
と
強
硬
派
で
あ
ろ
う
と
ア
メ
リ
カ
の
専
門
家
た
ち
は
、
こ
こ
数
年
の
北
朝
鮮
の
攻
撃
的
な
対
外
行
動
の
パ
タ
ー
ン
が
繰

り
返
さ
れ
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
。
事
実
上
、
北
朝
鮮
は
こ
こ
数
年
、
一
連
の
挑
発
行
為
に
よ
っ
て
国
際
社
会
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
て

い
る
。
な
ぜ
北
朝
鮮
は
二
〇
一
〇
年
三
月
の
天
安
号
撃
沈
事
件
を
起
こ
し
た
の
か
？　

こ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
解
釈
が
あ
る
。

（
1
） 

ア
メ
リ
カ
に
対
し
、
現
存
の
N
L
L
北
方
境
界
線
に
代
わ
る
新
し
い
海
上
境
界
線
に
関
す
る
交
渉
と
、
休
戦
協
定
に
代
わ
る
平
和

協
定
締
結
交
渉
に
応
ず
る
圧
力
を
か
け
た
。

（
2
） 

韓
国
の
対
北
朝
鮮
〝
敵
対
政
策
〞
に
対
す
る
懲
罰
で
あ
り
、
北
朝
鮮
へ
の
経
済
支
援
の
再
開
を
強
要
す
る
た
め
の
恫
喝
で
あ
る
。

（
3
） 

強
盛
大
国
建
設
に
お
け
る
金
正
恩
氏
の
役
割
を
拡
大
宣
伝
し
、
彼
の
政
権
継
承
を
容
易
に
し
、
正
当
化
す
る
作
業
の
一
環
で
あ
る
。

北
朝
鮮
は
こ
の
事
件
に
対
す
る
責
任
を
否
定
し
て
い
る
が
、
事
件
が
象
徴
す
る
外
部
か
ら
の
脅
威
の
存
在
は
、
国
内
の
締
め
付
け
を

容
易
に
す
る
と
の
考
慮
が
働
い
て
い
る
。
最
大
の
要
因
は
、
権
力
継
承
問
題
に
絡
ん
だ
国
内
政
治
だ
と
い
う
の
が
ア
メ
リ
カ
の
専
門

家
た
ち
の
支
配
的
見
解
で
あ
る
。
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次
に
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
に
起
き
た
砲
撃
事
件
に
つ
い
て
だ
が
、
複
数
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。

（
1
） 

ア
メ
リ
カ
を
圧
迫
す
る
こ
と
に
よ
り
、
平
和
協
定
の
締
結
交
渉
を
始
め
、
究
極
的
に
は
駐
韓
米
軍
の
撤
退
を
実
現
す
る
。

（
2
） 

N
L
L
の
不
法
性
、
不
当
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
ア
メ
リ
カ
を
新
し
い
境
界
線
決
定
作
業
に
追
い
込
む
。

（
3
） 

ア
メ
リ
カ
が
米
韓
同
盟
条
約
に
拘
ら
ず
、
N
L
L
近
海
の
五
島
の
防
衛
の
た
め
に
戦
争
を
す
る
こ
と
は
な
い
こ
と
を
証
明
し
、
米

韓
・
日
米
同
盟
を
揺
さ
ぶ
る
。

（
4
） 

李
明
博
政
権
を
恫
喝
し
、
北
朝
鮮
の
要
求
を
実
現
さ
せ
る
。

（
5
） 

次
に
最
も
重
要
な
要
因
だ
と
専
門
家
が
指
摘
す
る
の
は
、
政
権
継
承
に
絡
ん
だ
思
惑
で
あ
る
。
体
制
生
き
残
り
の
た
め
に
、
軍
部
の

権
益
を
尊
重
し
、
軍
部
の
提
唱
す
る
政
策
に
迎
合
し
た
。
金
正
恩
氏
の
軍
事
戦
略
面
で
の
〝
天
才
的
資
質
・
才
能
〞
を
証
明
し
、
大

胆
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
、〝
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
と
そ
の
傀
儡
〞
と
の
対
決
で
耀
か
し
い
勝
利
を
収
め
た
と
し
、
彼
の
地
位
を
強

固
に
す
る
作
業
の
一
環
で
あ
る
。

北
朝
鮮
の
一
連
の
挑
発
行
為
に
ア
メ
リ
カ
が
今
ま
で
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か
に
つ
い
て
は
省
略
し
、
今
後
の
ア
メ
リ
カ
の
対
応
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
。

ア
メ
リ
カ
政
府
は
不
安
定
な
現
状
に
懸
念
を
持
っ
て
お
り
、
で
き
れ
ば
早
期
に
北
朝
鮮
と
対
話
モ
ー
ド
に
移
行
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
背
景
に
は
次
の
よ
う
な
思
惑
が
あ
る
。

（
1
） 

沈
没
事
件
や
砲
撃
事
件
の
よ
う
な
軍
事
紛
争
の
再
発
を
防
止
し
、
ア
メ
リ
カ
が
軍
事
行
動
に
直
接
巻
き
込
ま
れ
る
の
を
避
け
た
い
。
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（
2
） 

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
・
核
能
力
の
向
上
を
阻
止
し
た
い
。
今
後
数
年
内
に
、
北
朝
鮮
が
小
型
化
さ
れ
た
核
を
搭
載
し
た
I
C
B
M

で
ア
メ
リ
カ
本
土
を
狙
え
る
能
力
を
持
つ
と
の
認
識
が
あ
る
。
ま
た
、
ウ
ラ
ン
濃
縮
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
進
め
ば
、
核
兵
器
の
量
産
が
可

能
と
な
り
、
拡
散
の
可
能
性
が
高
ま
る
。
ア
メ
リ
カ
は
、
対
話
進
行
中
に
は
、
そ
の
よ
う
な
活
動
を
中
断
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

（
3
） 

核
問
題
の
根
本
的
、
総
合
的
解
決
を
当
面
棚
上
げ
し
、
時
間
稼
ぎ
を
す
る
。
新
指
導
部
下
の
北
朝
鮮
の
国
内
情
勢
、
対
外
政
策
の
動

向
を
見
守
り
な
が
ら
、
よ
り
優
先
順
位
が
高
い
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

（
4
） 

再
開
に
踏
み
切
っ
て
も
非
核
化
に
意
味
あ
る
前
進
が
で
き
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
北
朝
鮮
が
対
話
を
通
じ
て
す
ん
な
り
と
核
放
棄

を
す
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

金
正
日
総
書
記
死
去
後
も
、
ア
メ
リ
カ
の
六
者
協
議
、
ま
た
、
米
朝
予
備
会
談
再
開
に
要
す
る
前
提
条
件
に
基
本
的
な
変
化
は
な
い
。
以

前
に
比
べ
、
表
現
が
若
干
柔
軟
（
モ
ダ
レ
ー
ト
）
に
な
っ
た
と
の
印
象
は
受
け
る
。
人
道
支
援
問
題
――
食
糧
支
援
（
ア
メ
リ
カ
は
栄
養
支

援
）
――
や
、
遺
骨
発
掘
問
題
を
議
題
に
し
た
米
朝
二
者
接
触
・
対
話
は
別
で
、
い
つ
で
も
可
能
で
あ
る
。

一
方
、
北
朝
鮮
に
と
っ
て
の
米
朝
会
談
や
六
者
協
議
復
帰
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
ま
ず
メ
リ
ッ
ト

と
だ
と
言
え
る
の
は
――

（
1
） 

中
国
に
対
す
る
配
慮
に
な
る
。

（
2
） 

経
済
制
裁
の
緩
和
や
解
消
を
促
進
し
国
際
社
会
で
の
孤
立
を
免
れ
る
。

（
3
） 

一
定
の
経
済
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
支
援
の
確
保
が
で
き
、
強
盛
国
家
の
扉
を
開
け
る
年
に
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
て
、
人
民
に
経
済
の
活

ky53B12米の北政策bC.indd   33 12.10.18   4:55:07 AM



34

性
化
と
生
活
水
準
向
上
を
誇
示
し
た
い
。

（
4
） 
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
〝
敵
対
措
置
〞
の
強
化
や
軍
事
的
脅
威
を
懸
念
せ
ず
、
自
ら
の
軍
事
力
向
上
を
図
る
北
朝
鮮
に
と
っ
て
時
間
稼
ぎ

に
な
る
。

デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
次
の
い
く
つ
か
が
考
え
ら
れ
る
。

（
1
） 

ミ
サ
イ
ル
・
核
実
験
の
凍
結
へ
の
圧
力
を
無
視
で
き
な
い
。

（
2
） 

国
内
締
め
付
け
政
策
を
取
り
に
く
く
な
る
。

（
3
） 

外
部
脅
威
の
存
在
を
継
承
作
業
の
正
当
化
に
う
ま
く
使
え
な
い
。

（
4
） 

核
保
有
国
の
地
位
の
国
際
的
認
定
を
勝
ち
取
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
に
逆
行
し
、
非
核
化
の
目
標
を
掲
げ
て
行
動
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
非
核
措
置
を
取
ら
な
い
場
合
、
国
際
的
な
非
難
の
的
に
な
り
、
制
裁
が
続
く
こ
と
に
な
る
。

（
5
） 

核
兵
器
開
発
が
故
金
正
日
総
書
記
の
最
大
業
績
・
遺
産
で
あ
る
と
賞
賛
し
、
そ
の
路
線
の
継
承
を
誓
っ
た
新
指
導
部
が
、
軍
部
の
反

対
を
無
視
し
て
核
放
棄
を
実
現
す
る
た
め
の
機
構
で
あ
る
六
者
協
議
に
参
加
す
る
の
を
正
当
化
し
難
い
。

さ
ら
に
、
北
朝
鮮
が
六
者
協
議
復
帰
を
考
え
る
場
合
、
次
の
よ
う
な
認
識
も
影
響
を
与
え
る
。

（
1
） 

復
帰
し
て
も
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
得
ら
れ
る
見
返
り
が
少
な
い
だ
ろ
う
と
の
認
識
。
再
選
を
控
え
、
弱
体
化
し
た
オ
バ
マ
政
権
が
提
供

可
能
な
報
償
に
は
限
界
が
あ
る
と
の
北
朝
鮮
の
認
識
が
あ
る
。

（
2
） 

米
朝
対
話
を
続
け
、
六
者
協
議
に
た
ど
り
着
く
ま
で
に
は
、
南
北
関
係
を
あ
る
程
度
改
善
し
、
南
北
対
話
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
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い
。
そ
れ
は
韓
国
の
李
明
博
政
権
を
打
倒
し
、
親
北
政
権
を
樹
立
さ
せ
た
い
北
朝
鮮
の
強
力
な
願
望
と
矛
盾
す
る
。

（
3
） 
李
明
博
政
権
と
関
係
改
善
を
し
て
も
、
韓
国
か
ら
の
大
規
模
な
支
援
は
期
待
で
き
な
い
と
の
認
識
。
南
北
間
の
緊
張
を
高
め
、
親
北

政
権
樹
立
を
支
援
す
る
方
が
、
北
朝
鮮
に
と
っ
て
有
利
で
あ
る
と
考
え
る
だ
ろ
う
。
李
明
博
大
統
領
が
北
朝
鮮
の
要
求
を
全
面
的
に

受
け
入
れ
れ
ば
別
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
選
択
を
彼
が
し
な
い
か
、
あ
る
い
は
、
で
き
な
い
と
判
断
す
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ

が
北
朝
鮮
の
核
心
的
諸
要
求
に
応
ず
る
こ
と
は
な
い
。
総
合
的
に
、
北
朝
鮮
の
指
導
部
に
よ
る
判
断
次
第
だ
が
、
米
韓
日
三
国
か
ら

の
多
大
な
る
代
償
な
し
で
、
北
朝
鮮
が
早
期
に
六
者
協
議
に
復
帰
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
関
連
諸
国
が
六
者
協
議
再
開
問
題
を

真
剣
に
話
し
合
う
の
は
五
月
以
降
に
な
る
だ
ろ
う
。

北
朝
鮮
が
今
の
よ
う
な
状
況
で
特
に
今
後
米
朝
予
備
会
談
ま
で
中
断
さ
れ
た
状
況
に
な
る
な
ら
ば
、
挑
発
行
為
を
起
こ
す
か
否
か
が
関
係

諸
国
の
関
心
の
的
で
あ
る
。
挑
発
行
動
の
種
類
に
も
よ
る
が
、
い
ず
れ
挑
発
行
動
を
起
こ
す
だ
ろ
う
と
の
見
解
が
ア
メ
リ
カ
政
府
内
外
の
専

門
家
の
間
で
多
数
説
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の
高
官
た
ち
が
北
朝
鮮
の
挑
発
行
動
の
可
能
性
に
つ
い
て
頻
繁
に
警
告
を
発
し
て
い
る
。

北
朝
鮮
の
非
核
化
問
題
に
対
し
、
米
政
府
が
直
面
し
て
い
る
主
要
で
優
先
順
位
の
高
い
イ
シ
ュ
ー
の
中
で
、
ま
た
、
国
内
的
、
国
際
的
諸

制
約
要
件
の
下
で
、
ど
の
程
度
の
リ
ス
ク
と
代
価
を
払
い
、
ど
の
程
度
の
国
家
資
源
を
投
入
す
る
用
意
が
あ
る
だ
ろ
う
か
？

今
後
の
ア
メ
リ
カ
の
対
北
朝
鮮
政
策
を
展
望
す
る
に
あ
た
っ
て
、
イ
ラ
ン
・
中
東
情
勢
を
含
む
外
的
要
因
の
一
部
と
し
て
、
李
明
博
政
権

の
対
北
朝
鮮
政
策
、
ま
た
、
南
北
関
係
の
動
向
を
注
視
す
べ
き
で
あ
る
。
李
政
権
の
政
策
が
オ
バ
マ
政
権
の
対
北
朝
鮮
の
政
策
決
定
に
大
き

な
影
響
力
を
行
使
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。

李
明
博
政
権
や
南
北
関
係
に
対
す
る
北
朝
鮮
の
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
は
上
述
し
た
が
、
こ
こ
で
は
、
韓
国
の
今
後
の
対
北
朝
鮮
政
策
を
規

定
す
る
思
惑
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
す
る
。
去
年
の
秋
以
降
、
韓
国
政
府
の
北
朝
鮮
政
策
に
微
妙
な
変
化
――
柔
軟
性
が
見
ら
れ
る
。
強
硬
派

の
象
徴
的
存
在
で
あ
っ
た
玄
仁
澤
統
一
相
は
更
迭
さ
れ
、
後
任
の
柳
佑
益
統
一
相
は
国
会
の
公
聴
会
で
南
北
首
脳
会
談
を
視
野
に
入
れ
た
南
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北
関
係
改
善
を
目
指
す
べ
き
だ
と
公
言
し
た
。
彼
は
、
原
則
は
守
る
が
方
法
論
で
は
柔
軟
で
あ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
き
た
。
与
党
議
員
の

一
部
も
、
北
朝
鮮
に
対
す
る
柔
軟
で
融
和
的
政
策
を
提
唱
し
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
今
ま
で
の
強
硬
政
策
で
は
今
年
春
の
総
選
挙

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
一
二
月
の
大
統
領
選
挙
で
与
党
が
敗
北
す
る
だ
ろ
う
と
明
言
し
て
い
る
。
李
明
博
政
権
は
小
規
模
な
が
ら
民
間
レ
ベ

ル
に
お
け
る
対
北
朝
鮮
人
道
支
援
や
民
間
レ
ベ
ル
で
の
交
流
を
許
可
し
て
い
る
。

野
党
に
政
権
奪
還
を
許
さ
な
い
と
の
考
慮
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
李
明
博
大
統
領
自
身
の
政
治
的
業
績“Legacy ”

の
問
題
も
あ
る
。
在
任

中
、
南
北
関
係
で
の
業
績
ゼ
ロ
の
汚
名
を
返
上
で
き
れ
ば
、
首
脳
会
談
で
輝
か
し
い
功
績
を
残
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い

る
。
一
昨
年
か
ら
昨
年
に
か
け
て
、
首
脳
会
談
開
催
の
た
め
の
南
北
秘
密
会
談
が
数
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
さ
す
が
に
大
統

領
側
近
の
融
和
派
た
ち
も
、
金
正
日
委
員
長
死
後
は
首
脳
会
談
構
想
を
放
棄
し
た
と
言
わ
れ
る
。
去
年
一
〇
月
下
旬
の
ソ
ウ
ル
市
長
選
挙
で

の
与
党
の
敗
北
が
、
対
北
朝
鮮
政
策
の
柔
軟
化
へ
拍
車
を
か
け
て
い
る
。
し
か
し
、
国
内
保
守
派
の
支
持
基
盤
を
揺
る
が
す
こ
と
は
避
け
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
李
明
博
大
統
領
の
対
北
朝
鮮
柔
軟
化
の
度
合
い
は
限
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
か
北
朝
鮮
の
首
脳
会
談
合
意
の
条
件
を
全
面

的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
特
に
金
正
恩
体
制
発
足
直
後
か
ら
繰
り
返
し
行
わ
れ
て
い
る
北
朝
鮮
に
よ
る
激
し
い
李
大
統
領
非

難
は
、
韓
国
側
の
柔
軟
な
政
策
へ
の
転
換
を
困
難
に
し
て
い
る
。

李
大
統
領
自
身
が
実
用
主
義
者
だ
と
言
っ
て
い
る
が
、
彼
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
北
朝
鮮
体
制
に
対
す
る
厳
し
い
認
識
か
ら
み
て
、
今
ま
で

の
原
則
的
立
場
を
放
棄
し
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
オ
バ
マ
政
権
の
志
向
す
る
米
朝
関
係
の
未
来
像
、
ア
メ
リ
カ
の
対
北
朝
鮮
関
与
政
策
転

換
へ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
関
す
る
韓
国
側
の
一
抹
の
不
安
等
も
絡
ん
で
、
李
明
博
大
統
領
自
身
の
決
断
が
揺
れ
る
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
。

上
述
し
た
北
朝
鮮
の
思
惑
と
強
硬
姿
勢
、
ま
た
、
李
明
博
大
統
領
の
逡
巡
に
よ
る
南
北
関
係
の
不
透
明
さ
は
、
今
後
の
ア
メ
リ
カ
の
対
北

朝
鮮
政
策
の
形
成
に
も
影
を
落
と
す
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
も
し
も
来
年
の
大
統
領
選
で
、
野
党
勢
力
が
よ
り
拡
大
さ
れ
た
野
党
進
歩
派
連
合

統
一
候
補
の
選
出
に
成
功
し
、
大
統
領
選
で
勝
利
し
た
場
合
、
新
政
権
の
対
北
朝
鮮
政
策
は
、
基
本
的
に
過
去
の
盧
武
鉉
政
権
当
時
の
も
の

に
復
帰
す
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
れ
に
加
え
、
万
一
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
で
共
和
党
候
補
、
例
え
ば
ロ
ム
ニ
ー
氏
が
勝
利
し
た
場
合
、
米
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韓
両
国
及
び
日
本
政
府
の
対
北
朝
鮮
政
策
に
関
す
る
調
整
は
難
航
す
る
だ
ろ
う
。
現
在
の
与
党
勢
力
――
例
え
ば
、
パ
ク
・
ク
ネ
女
史
――

が
大
統
領
選
挙
で
勝
利
し
て
も
、
米
政
府
、
特
に
共
和
党
政
権
と
の
政
策
調
整
は
多
少
困
難
に
な
る
だ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
も
日
本
も
、
韓
国

新
政
権
の
対
北
朝
鮮
融
和
政
策
へ
の
転
換
が
そ
れ
ぞ
れ
の
国
益
に
及
ぼ
す
含
意
を
踏
ま
え
、
適
切
な
対
応
を
迫
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
ど
の
ア
メ
リ
カ
の
政
権
で
あ
ろ
う
と
、
北
朝
鮮
を
核
保
有
国
だ
と
公
式
に
認
め
る
こ
と
は
想
定
で
き
な
い
。
今
後
も
、

C
V
I
D
方
式
で
核
の
完
全
放
棄
を
追
及
す
る
政
策
を
固
持
す
る
の
は
確
実
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
が
北
朝
鮮
に
対
す
る
武
力
行
使
の
オ
プ

シ
ョ
ン
を
完
全
に
放
棄
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
そ
の
他
ど
の
よ
う
な
オ
プ
シ
ョ
ン
が
あ
る
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。

（
1
） 

黙
認
政
策
＋
一
定
の
関
与
政
策
――
こ
れ
は
北
朝
鮮
が
事
実
上
、
核
保
有
国
と
し
て
行
動
す
る
の
を
容
認
す
る
の
で
、
ア
メ
リ
カ
と

し
て
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。

（
2
） 

レ
ジ
ー
ム
・
チ
ェ
ン
ジ
政
策
――
直
接
的
武
力
行
使
を
除
い
た
そ
の
他
の
す
べ
て
の
手
段
を
動
員
し
て
の
レ
ジ
ー
ム
・
チ
ェ
ン
ジ
政

策
で
あ
る
。
リ
ス
ク
が
伴
う
が
、
一
定
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
る
専
門
家
が
少
な
く
な
い
。

（
3
） 

宥
和
政
策
――
北
朝
鮮
と
の
国
交
正
常
化
、
平
和
協
定
締
結
、
長
期
に
わ
た
る
経
済
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
支
援
を
含
む
根
本
的
な
関
係
再

構
築
を
目
指
す
。
核
放
棄
に
い
た
る
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
対
す
る
合
意
を
前
提
に
し
な
い
限
り
核
兵
器
を
黙
認
す
る
こ
と
に
な
り
、
ア

メ
リ
カ
に
と
っ
て
受
け
入
れ
不
可
能
な
非
現
実
的
な
構
想
で
あ
る
。　

（
4
） 

制
裁
＋
制
限
さ
れ
た
対
話
――
こ
れ
が
オ
バ
マ
政
権
の
現
行
政
策
だ
と
言
え
る
。
C
F
R
のm

anage and contain 

政
策
に
似
て
い

る
。
近
来
、
ア
メ
リ
カ
政
府
高
官
達
は
、E

ngagem
ent

――
関
与
政
策
と
い
う
よ
り
、
米
朝
関
係
を
管
理
す
る
と
い
う
感
覚
で
対

応
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
実
際
に
、
黙
認
政
策
に
な
り
が
ち
で
あ
る
の
が
問
題
で
あ
る
。
そ
の
上
、
深
刻
な
政
治
社
会
的
不
安
が

伴
う
権
力
継
承
過
程
や
ポ
ス
ト
・
キ
ム
初
期
段
階
で
あ
る
現
時
点
で
、
重
大
な
政
策
選
択
に
関
し
、
当
面
、
北
朝
鮮
側
が
決
断
を
下
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せ
る
の
か
疑
わ
し
い
。

（
5
） 
拡
大
さ
れ
た
関
与
政
策
と
同
時
に
制
裁
の
厳
格
的
履
行
――
現
行
政
策
よ
り
文
化
社
会
分
野
の
交
流
を
拡
大
す
る
一
方
、
国
際
金
融

面
で
の
制
裁
を
よ
り
拡
大
、
厳
し
く
履
行
す
る
。

核
問
題
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
対
応
／
無
作
為
が
長
引
く
と
、
別
の
リ
ス
ク
が
増
す
。
す
な
わ
ち
、
北
朝
鮮
の
核
能
力
の
向
上
の
機
会
が

長
引
く
ほ
ど
、
米
朝
間
の
軍
事
的
対
決
の
確
率
が
高
ま
る
。
数
年
内
に
北
朝
鮮
が
核
を
搭
載
し
た
I
C
B
M
で
ア
メ
リ
カ
本
土
を
攻
撃
で

き
る
状
況
に
ほ
ぼ
な
っ
た
と
き
、
ア
メ
リ
カ
は
北
朝
鮮
へ
の
武
力
行
使
を
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
は
、
極
度
に
北
朝
鮮
に
よ

る
反
米
的
な
テ
ロ
集
団
へ
の
W
M
D
拡
散
の
場
合
も
、
ア
メ
リ
カ
の
武
力
行
使
の
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
。

提
言

従
来
の
六
者
協
議
体
制
を
棚
上
げ
し
、
ア
ジ
ア
地
域
の
平
和
、
安
全
保
障
、
経
済
協
力
問
題
全
般
を
議
題
に
し
た
六
か
国
間
の
外
相
会
議

開
催
を
経
て
、
米
朝
、
南
北
、
日
朝
間
の
複
数
の
二
者
会
談
に
移
行
す
る
。
す
な
わ
ち
、
適
切
な
時
期
に
関
係
諸
国
と
の
事
前
協
議
を
行

い
、
ア
メ
リ
カ
は
北
朝
鮮
と
真
摯
に
本
格
的
な
対
話
モ
ー
ド
に
移
行
し
、
究
極
的
非
核
化
を
視
野
に
入
れ
、
過
渡
的
な
ミ
サ
イ
ル
・
核
問
題

管
理
を
含
む
両
国
間
の
総
合
的
正
常
関
係
構
築
へ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
り
の
作
業
に
着
手
す
る
た
め
の
予
備
交
渉
を
始
め
る
案
を
検
討
し
た

ら
よ
い
と
思
う
。
現
行
政
策
の
一
環
と
し
て
推
進
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
南
北
朝
鮮
及
び
日
朝
そ
れ
ぞ
れ
の
二
者
会
談
を
並
行
し
て

行
う
。
今
ま
で
の
六
者
協
議
枠
組
み
や
そ
の
運
営
方
式
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
中
国
、
ロ
シ
ア
等
を
含
む
関
連
六
か
国
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の

協
議
も
行
う
。
米
朝
間
の
基
本
的
合
意
が
成
立
す
れ
ば
、
関
連
諸
国
に
よ
る
追
認
・
認
証
の
た
め
の
適
切
な
協
議
プ
ロ
セ
ス
に
移
行
す
る
。
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